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イ

ス
F
P
吋
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円
戸
門
戸
打
開
戸
口
O
】

V
】日の目
o
m
肘
ロ

F
h
w
〉
間
口

n
c
-
E
E
開
m町
長
田
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ピ

司

日

間

{mE。
吋
島
町
間
間
口
口

E
P
F骨
芭
呂
町
田
-

は

し

が

き

日
・

r
・
エ
ギ
ラ
ス
は
現
在
マ
ド
リ
ア
ド
大
鹿
の
教
授
で
あ
り
、
兼
ね

て
サ
Y
チ
ヨ
・
デ
・
モ
シ
カ
ア
〆
ア

F
E
F
巴
n
冨
B
E
b
纏
済
耕
究

所
副
所
長
及
関
民
経
済
舎
議
線
裁
を
勤
め
て
お
り
、
本
稿
は
私
が
昨
年
琵

表
し
た
教
授
。
『
イ
ス
バ
ニ
ヤ
経
済
町
一
援
毘
』
に
観
い
て
ス
ペ
イ
ン
農
業

問
題
へ
の
云
は
ば
私
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
。

教
授
は
農
業
政
策
の
焦
叫
闘
を
第
一
に
農
業
按
術
の
段
階
と
生
産
水
準
と

の
関
連
、
第
三
に
侵
格
政
策
と
の
聞
込
ぃ
第
三
に
長
業
生
産
物
と
舛
園
貿

易
と
の
関
連
に
向
け
て
お
り
、
京
書
の
構
成
を
み
て
も
わ
か
る
よ
ミ

J

に、

普
晶
の
農
業
政
策
書
と
は
そ
め
伎
述
申
趣
告
を
些
か
異
に
し
で
い
る
。
即

有

冨

重

尋

ち
著
者
が
序
文
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
農
産
物
債
格
に
闘
し
て
施
行
さ
れ

た
多
数
の
法
待
内
容
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
其
等
の
法
律

の
結
果
と
賓
館
品
ら
類
推
さ
れ
る
今
後
の
様
相
を
論
じ
、
農
業
政
策
の
設

畏
を
歴
史
的
に
鶴
察
し
て
い
る
貼
に
あ
る
。

本
書
の
梼
成
は
弐
の
如
〈
四
章
に
分
た
れ
る
。

一
、
-
九
二
六
年
ー
一
九
三
王
年
聞
の
農
産
物
債
格

三
、
一
九
三
九
年
一
九
五
二
年
間
の
債
格
政
策

一
二
、
一
札
五
三
年
以
降
の
農
産
物
慣
格
政
策

回
、
結
論

以
上
の
う
ち
著
者
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
第
一
一
章
、
第
一
一
一
章
で

あ
る
。
街
、
本
書
は
前
掲
『
イ
ス
ョ
ハ
ニ
ヤ
経
済
内
議
展
』
に
就
い
て
の
質



疑
に
劃
し
て
敬
援
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
書
物
中
の
一
珊
で
あ
る
。

註

ω
E
F
d
z
u
H
E
ロ
ω
E
H凶

S
H
E
E
P
開

4mvEF
担
済
論
叢
、

第
七
十
=
巻
事
三
銃
。

仰
本
書
表
願
『
イ
λ

パ
一
一
ヤ
農
産
物
債
格
政
策
』
は
従
っ
て
狭
義
の

イ
ス
パ
4

ヤ
良
業
政
策
の
謂
に
ほ
か
な
b
な
い
。

一
第
一
章
は
本
書
の
豆
阜
で
あ
の
、
プ
九
二
六
年
一
九
三
宝
年
の
十

年
間
の
農
産
物
憤
施
の
慰
訪
を
性
格
づ
け
て
い
る
@
こ
の
十
年
聞
の
農
産

物
但
硲
は
、
金
融
政
策
、
生
産
む
開
力
性
、
川
園
市
場
か
ら
関
内
市
場
の

分
離
等
に
よ
っ
て
相
艶
的
に
安
定
し
て
い
る
q

小
援
に
つ
い
て
み
れ
ば
総
出
入
が
調
整
さ
れ
、
父
極
端
な
牧
穫
年
に
は

開
接
句
干
捗
が
採
ら
れ
た
の
L
て
、
自
由
市
場
の
制
度
は
そ
の
機
構
を
充

分
に
護
揮
し
て
い
る
。
自
由
市
場
面
恒
格
は
、
生
産
を
維
持
す
る
の
に
充
分

で
あ
り
、
文
農
業
企
業
4
4
は
利
潤
を
得
て
い
る
k
理
解
さ
れ
る
吋

要
約
す
れ
ば
、
一
九
ご
六
年

l
一
九
三
五
年
の
十
年
間
で
は
、
付
農
業

生
産
物
の
園
内
消
費
量
に
つ
い
て
は
充
分
な
生
産
水
準
が
保
た
れ
る
よ
う

向
白
由
市
場
の
制
度
、
同
債
格
の
安
定
性
、
同
生
産
を
維
持
ナ
る
需
に
充

分
な
農
業
企
業
者
の
利
潤
、
同
季
節
や
耕
作
地
域
戸
異
な
れ
ば
賃
銑
型
態

が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

し
か
し
、
此
の
十
年
聞
の
農
業
は
完
査
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
け
耕

地
面
積
が
不
足
し
て
い
呂
こ
と
。
同
宿
子
、
阻
耕
、
災
害
封
策
に
関
連
し

て
の
耕
作
技
術
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
。
品
開
農
業
金
融
及
版
震
組
合
の
取
る

イ
ス
パ
畠
ヤ
農
産
物
債
持
政
策

に
足
ら
ぬ
増
加
。
以
上
が
主
な
依
陥
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

註

ω
例
へ
ば
一
九
一
一
一
一
年
の
個
持
指
数
を
一

0
0
唱
と
す
れ
ば
、
小
委
で

は
プ
九
三
六
年
一
豆
一
二
一
、
一
九
三
五
年
一
王
三
・
六
。
馬
鈴
藷

で
は
一
九
=
ハ
年
二
=
二
・
八
、
一
九
三
宝
年
三
ニ

0
・
E
o

川
何
何
政
な
b
具
値
的
に
bo
れ
ば
、
小
賓
の
些
産
量
は
一
九
二
六
年

一
一
一
、
九
八
九
、
八
O
O
遇
、
一
九
三
五
年
四
、
一
一
九
九
、
七
O
O
遇
。
馬

蹄
藷
は
一
九
二
六
年
一
ニ
、
一
六
五
、
0
0
0
曲
、
一
九
三
五
年
四
、
一
二

一ニ六、王

0
0
越。

同
質
都
市
準
は
溜
前
地
が
天
ホ
地
、
よ
り
高
い
。
因
み
に
耕
地
問
積
は

長
面
積
目
前
四
一
%
ニ

O
、
六
=
一
入
、
六
二
一
〈
グ
タ
ー
ル
を
占

晶
、
円
、
溜
概
地
は
耕
地
面
積
の
約
六
・
玉
%
、
天
水
地
は
約
九
二
一

.
五
%
で
あ
る
。

=
第
二
章
日
債
持
政
策
を
主
と
し
て
物
慎
水
措
と
生
産
要
因
費
用
品
ら

検
討
し
て
い
る
。
一
九
三
六
年
七
月
に
内
観
が
始
ま
っ
た
時
、
園
民
政
健

領
令
。

E
E
E
E
C
で
公
官
僚
格
制
度
が
建
て
ら
れ
首
初
は
一
際
の
成

功
が
み
ら
れ
農
産
物
債
格
の
騰
貴
が
左
種
で
は
な
か
っ
た
の
は
讃
大
な
生

産
地
帯
が
伺
合
さ
れ
て
お
り
、
他
方
自

P
P
M
P
E
2
0】

Q
P
P
Z
F
E
E
の

よ
ろ
な
人
口
密
集
地
帯
は
共
和
政
腰
高
閣
内

NOE
見附》吾]一

EU
に
包
含
さ
れ

亡
い
た
か
ら
で
あ
り
、
又
眠
費
・
購
買
の
公
的
機
関
K
L
て
生
れ
た
小
器

公
園
は
小
惑
の
低
慣
格
を
誼
吋
る
の
を
主
要
目
的
と
し
て
い
た
。
円
剖
叫
が

終
結
し
た
一
九
三
九
年
四
月
一
目
、
雨
政
世
領
と
も
ブ
ラ
シ
コ
政
府
の
下

事
七
十
四
巻

七

第
四
韓

回
一ヒ



イ
ス
パ
邑
ヤ
農
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に
車
一
佑
さ
れ
た
が
、
内
閣
剛
は
共
和
政
陸
嶺
の
多
〈
の
地
方
の
生
産
を
崩

壊
さ
せ
た
結
来
、
債
格
騰
貴
の
傾
向
一
て
食
糧
調
達
楓
務
聴
、
冥
他
の
公

的
機
関
に
よ
る
諸
方
策
を
遁
巳
て
、
農
業
企
業
者
、
商
人
、
消
望
者
の
震

に
、
問
自
市
場
白
閉
鎖
を
行
い
、
会
定
債
格
を
設
定
し
て
、
も
っ
と
も
重

要
な
食
回
相
官
曲
目
国
分
な
ら
び
に
市
場
の
干
渉
に
よ
っ
て
、
阻
止
す
る
こ
と

が
墓
生
れ
た

u

農
業
干
渉
は
非
劃
一
的
で
あ
り
、
公
定
債
格
と
遁
貨
水
準

と
の
関
連
及
び
自
由
市
場
制
度
で
の
債
格
の
特
性
は
考
慮
さ
れ
て
を
ら
ず

農
業
中
産
物
の
公
定
債
格
は
低
〈
き
め
ら
れ
E
丸
公
定
償
格
の
ア
Y
パ
ラ

γ

ス
は
闇
市
場
を
増
大
し
た
。
一
九
四
六
年
を
除
け
ば
一
九
三
九
年
-
九

豆
0
年
間
に
あ
っ
て
は
、
ー
気
象
傑
件
、
大
職
に
よ
る
撤
ス
困
難
に
起
因

十
る
開
糾
・
徒
畜
の
一
巾
足
、
若
干
の
農
産
物
の
ゐ
定
債
格
の
低
い
こ
と
に

よ
る
耕
作
面
積
の
鑓
更

i
の
結
果
、
毅
類
の
牧
穫
は
低
落
し
て
い
る
吋

政
府
の
低
債
格
干
務
主
義
は
生
産
量
を
不
足
せ
し
め
但
格
騰
貴
を
誘
援

せ
し
め
、
そ
の
緩
溜
の
信
、
且
民
活
所
有
者
に
彼
等
の
収
穫
物
の
一
部
の
貯

臓
を
認
め
た
。
小
変
の
場
合
は
一
九
五
一
年
に
ぞ
の
牧
穫
の
一
部
を
公
定

慣
絡
で
据
置
き
、
そ
の
勝
訴
は
低
い
公
定
信
格
予
補
う
己
と
が
で
き
る
よ

う
に
迫
民
が
任
窓
慣
格
で
自
由
市
場
に
葺
渡
す
と
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

っ
た
。
公
定
償
格
設
定
の
結
果
の
慎
崎
構
造
の
務
伯
を
知
る
に
は
物
恒
指

数
、
農
震
物
倒
格
指
数
の
雨
面
か
ら
問
察
さ
れ
E
が
、
一
九
三
九
年

i
一

九
五
一
年
聞
の
資
料
は
大
部
分
の
農
産
物
で
は
会
定
債
絡
に
m
開
立
し
て
闇

市
場
侵
格
即
閏
由
市
場
侵
桁
が
存
在
し
、
デ
ー
タ
1
槻
測
は
困
難
で
あ
る
。

然
L
、
一
九
圭
二
年
間
給
が
解
消
し
、
ノ
ル
マ
ル
な
自
由
市
喝
か
回
復
さ

事
七
十
四
巻

/、

回
ノ1

れ
た
の
で
、
デ
ー
タ
ー
の
信
劇
性
は
埼
し
て
い
る
。

農
業
生
産
費
用
は
、
場
働
力
、
肥
料
等
の
投
下
量
を
耕
地
別
に
異
に
す

る
の
で
、
そ
の
決
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
生
産
要
因
の
鑓
動
吉
一
九
一
一
一
六

年
と
‘
九
王
二
年
の
賃
銀
指
数
、
牧
畜
、
機
械
、
肥
料
、
税
金
か
ら
み
て

み
よ
う
。
伯
、
農
産
物
物
債
の
一
般
指
数
は
一
九
三
六
年
七
月

l
一
0
0

か
ら
‘
九
五
二
年
八
月

1
七
↓

O
と
上
昇
し
て
い
る
。

A

賃

銀

一
九
=
一
六
年
と
一
九
五
二
午
で
は
水
準
が
ど
の
様
に
箆
勤
し
た
か
を
知

る
痛
に
農
産
物
の
種
類
の
豊
富
な

E
=
5州
の
常
雇
、
目
雇
農
業
務
働

者
の
賃
銀
形
態
を
み
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
常
雇
、
目
雇
共
に
そ
の
指

(1) 
1952年

(3) 
20 pts+その25%
= 25pts 

(1) 
1986年

(且}
5 pts 

常雇農業努
働者日首

第
四
掠

25 " 

50 If 

25 " 
60 !1 

351J 

25 fI 

40 " 

日雇農業勢
働者日首

f冬期唱 4" 
葡 萄J春期1
耕作1夏期I，..7" 

d、審播種時 4" 

穀顕刈込時 2011 

開墾時4H

葡萄牧穫期 8 " 

平均賃金(蹴引 8"

(1) 1986年， 19.52年常雇， 日雇を問はず

一日二 9ットノレ目葡萄酒

白) pts = pe"eta 

(3) 世曾政策的視貼か I与。



教
は
一

0
0
か
ら
五

0
0に
上
昇
し
て
い
る
が
此
の
表
の
数
値
は
車
作
地

帯
の
田
畑
を
針
象
に

L
て
い
る
.

B

牧
畜
及
機
械

牧
畜
に
闘
し
て
は
、
牡
牛
一
組
は
一
九
三
五
年
に
は
一
一
、
五

0
0
.へセ

ー
タ
ー
で
あ
っ
た
が
一

t
玉
三
年
に
は
約
一
三
、

0
0
0
へ
セ
ー
タ
ー
で

そ
の
上
昇
度
は
農
産
物
償
の
上
昇
度
よ
り
小
で
あ
り
、
勝
馬
一
組
ば
一
九

三
五
年
は
一

O
噸
む
小
葬
と
殆
ん
ど
同
じ
慣
絡
で
あ
っ
た
が
、
一

t
五
二

年
十
ご
月
に
は
田
腕
烏
の
平
均
額
は
約
三
六
、

0
0
0
ベ
セ
ー
タ
ー
、
小
姿

は
約
三
入
、

0
0
0
.へ
セ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
即
ち
騎
馬
の
止
昇
度
比
小
援

の
上
井
度
よ
り
小
で
あ
る
。

機
械
に
闘
し
て
は
、
打
穀
機
グ
ア
フ
リ
ア

-
-
O競
d

は
一
九
=
豆
年

に
は
約
三
二
、

0
0
0
ベ
セ
ー
タ
ー

f
-
九
五
三
年
に
は
約
一

O
、
0

0
0
.へ
セ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
小
容
債
格
の
上
昇
度
よ
り
小
で
あ
り
、
型
は

]
九
三
五
年
七
五
ベ
セ
ー
タ
ー
、
一
九
王
二
年
五
三
五
ベ
セ
ー
タ
ー
で
あ

り
、
農
産
物
物
侵
指
敷
の
上
昇
度
と
殆
ど
同
巳
程
度
で
あ
る
。

C

肥

料

肥
刷
新
の
一
般
指
数
は
一
九
五
二
年
に
は
一
九
三
六
年
の
七
倍
に
な
っ
て

いヲ句。D

琉

金

牧
蓄
を
含
h
u
農
業
部
門
の
徴
続
額
は
一
九
三
豆
年

1
一
一
一
八
、

0
0
0、

0
0
0
ベ
セ
ー
タ
ー
一
九
豆
一
年

l
八
四
九
、

0
0
0、
0
0
0
ベ
セ
ー

タ
ー
ボ
一
九
り
、
続
問
問
負
捲
は
一

O
O
か
ら
三
入

t
に
上
阜
押
し
て
い
る
の
に

イ
V
A

パ
』
ヤ
農
産
物
債
持
政
策

到
し
て
最
古
出
物
物
侵
は
七

O
O以
上
に
な
っ
て
い
る
。

即
ち
税
額
負
櫓
は
物
債
の
騰
貴
と
比
べ
れ
ば
非
常
に
低
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
物
債
と
同
じ
此
例
を
保
つ
に
は
上
述
の
税
額
は
一
、
五
二
六
、

O
ハ
)
O、
。
一
心
O
ベ
セ
ー
タ
ー
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
産
要
素
の
費
用
に
関
す
る
致
値
を
調
べ
て
み
れ
ば
一
九
主
二
年
の
農

業
の
利
盆
は
一
九
二
六
年
よ
り
も
遥
か
に
上
昇
し
て
い
る
。
一
九
三
六
年

以
前
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
利
益
の
増
大
度
は
農
地
、
耕
作
物
に
よ
っ
て
差

異
が
あ
る
。
町
ち
一
九
五
二
年
の
天
水
地
の
耕
作
物
及
び
小
姿
付
、
一
九

三
六
午
前
の
利
盆
の
増
大
皮
よ
り
蚤
恥
に
穴
で
あ
る
。
其
他
の
農
産
物
に

つ
い
て
は
、
馬
鈴
諸
の
利
盆
は
一
九
三
五
年
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
な
い

が
、
葡
萄
酒
に
あ
っ
て
は
一
九
五
二
年
の
利
益
は
-
九
三
五
年
の
そ
れ
と

大
差
が
な
い
。

註一
W

生
置
指
数
は
一
ー
九
三
九
年
を
基
地
中
年

l
一
oo'と
す
れ
ば
、

四
O
年四
H
六
四
・
八
、
一
九
五
O
年
1
七
八
・
有

M
W

小
宴
の
指
数
は
一
九
三
六
年
七
月
を
基
準
年

l
一
O
O
と
ナ
れ
ば

一
九
一
一
一
九
年

l
一
四
一
・
八
、
一
九
五
一
年

1
九
九
二
・
六
、
一
九

五
三
年

1
八
五

0
・九

川
開
小
塞
慣
絡
は
一
晒
首

p
一
九
三
五
年

1
四
九
大
・
九
ベ
セ
ー
タ
ー

一
九
王
二
年
八
月

1
=一
、
六

O
O
ベ
セ
ー
タ
ー

九

=
一
第
三
章
は
一
九
五
二
年
主
的
農
業
政
策
に
立
脚
し
て
今
後
の
傾
向
を

指
摘
L
て
い
る
。
一
九
豆
一
年
の
一
人
営
り
の
農
業
生
産
は
一
九
-
一
一
一
年

事
七
十
四
巻

四
プL

ブL

第
四
慣



イ
ス
パ
ユ
ヤ
良
庫
駒
債
格
世
策

-
九
=
一
主
年
聞
の
ど
の
年
よ
り
も
低
落
し
て
い
る
。
一
九
軍
一
年
五
月

に
も
た
れ
た
特
別
評
議
蚕
員
曾
円
阿
佐
同
旨
E
骨
骨
回
目

E
P
E
oむ
の
第
四
回

園
家
曾
議
で
は

l
耕
作
と
開
墾
が
ノ
ル
マ
ル
で
あ
る
と
限
定
す
れ
ば
、
ス

ベ
イ
シ
の
現
在
の
農
業
及
牧
畜
で
賄
い
得
る
人
口
は
一
一
六
、
一
九

O
O、

o

oxO人
で
あ
り
、
一
九
=
二
年
一
九
三
五
年
間
と
同
じ
程
度
の
消
費
水

準
維
持
の
儒
に
は
、
新
濯
概
地
を
年
間
最
小
回
二
、

0
0
0
へ
グ
タ
ー
ル

開
墾
L
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
1
ー
と
結
論
し
て
い
る
。

9

機
械
伯
、
胆
胤
軒
、
搭
種
は
農
業
を
設
展
せ
し
め
る
要
素
で

ιる
が
、
機

械
化
に
つ
い
て
は
各
農
民
の
耕
地
か
小
で
あ
り
且
分
散
し
て
い
る
の
で
ド

ラ
ク
タ

L
の
利
用
仕
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
り
校
音
を
陵
止
し
得
る
段
階
に

は
謹
し
得
た
い

L
、
叉
肥
料
中
臨
時
但
の
選
擦
に
よ
る
今
後
の
長
実
務
首
位
は

ス
〈
イ
ン
経
済
の
現
費
を
考
慮
す
れ
ば
期
待
は
寄
せ
ら
れ
な
い
。
要
す
る

に
今
後
の
農
業
問
題
白
焦
撒
は
濯
淑
地
針
策
の
強
化
に
あ
る
。

次
に
主
要
農
震
物
に
つ
い
て
み
よ
う
。
小
委
は
一
九
O
-
年
一
九
三

丑
年
間
で
約
六
、

E
0
0、
0
0
0硝
職
入
さ
れ
て
お
り
ハ
ヰ
平
均
約
二

0

0
、
0
0
0直
の
輸
入
U
、
撤
人
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
一
九
二
三
、
一
九
二

四
、
一
壬
一
七
、
一
九
三
三
、
一
圭
一
四
、
一
九
三
王
の
六
年
聞
に
渇
き

た
い
。
人
口
は
増
大
し
、
耕
作
面
積
は
殆
ん
ど
培
践
が
な
い
か
ら
、
内
問
削

前
と
消
費
水
準
が
同
程
度
で
あ
る
と
限
定
す
る
な
ら
温
剰
生
産
自
愛
吉

杢
く
な
く
小
官
官
主
建
設
展
の
鱈
に
は
必
然
的
に
面
積
の
増
大
争
点
計
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
支
局
黍
は
内
蹴
宣
前
が
最
大
で
匙
り
、
一
九
一
一
一
一
年
一
九

一
一
五
年
の
五
年
間
で
は
年
平
均
三
二
六
、

0
0
0閑
職
入
さ
れ
て
い
る
。

第
七
十
四
巻

刊

p
h
h
h
h
一
日
は
一
九
一
一
一
一
年
|
一
九
=
豆
年
の
五
年
聞
で
、
年
平
均
二

O
、
豆
一
一
五
鴎
職
ス
き
れ
て
い
る
。
米
は
温
羽
生
産
自
傾
向
が
あ
り
、
一

九
三
一
年
以
前
で
は
職
出
量
は
生
産
主
量
の
一
主
財
二

O
%を
占
め
て

し
た
が
、
一
九
一
三
年
一
九
=
一
五
年
間
で
は
験
問
需
要
量
が
波
巳
、
従

っ
て
生
産
量
は
遁
獄
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
米
自
生
産
量
は
職
出
量
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
以
上
穀
類
、
読
菜
類
は
、
今
後
に
あ
っ
て
は
、
一

九
三
六
年
前
と
同
程
度
の
消
費
量
を
傾
定
寸
る
な
ら
、
人
口
は
増
加
す
る

の
で
怠
る
か
ら
現
在
の
生
産
量
で
は
不
足
で
あ
る
。

其
他
、
ォ
リ
1
プ
、
馬
品
同
時
帯
、
葡
調
、
間
茶
に
つ
い
て
も
同
様
に
述
べ

て
い
る
。

自
由
市
場
債
格
よ
り
農
産
物
債
格
を
高
く
し
上
う
と
す
島
政
府
干
渉
は

ω遇
貨
を
膨
醸
せ
L
め吊

ω吐
曾
政
策
上
の
諸
問
題
を
生
じ
、

ω官
僚
政

治
を
強
化
せ

L
め
る
等
の
障
碍
が
あ
り
、
こ
こ
に
農
産
物
債
持
と
工
業
ヰ

産
物
債
格
の
債
格
差
が
問
題
に
な
る
。
農
産
物
使
格
、
工
業
生
霞
物
侵
格
、

賃
銀
は
個
別
的
で
は
な
く
、
楓
合
有
機
的
に
均
衡
し
て
債
格
政
策
が
採
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
O 

主王

O 

第
四
韓

桂
川
間
一
九
五
三
年
末
の
推
定
人
口
は
ご
九
、

0
0
0、
0
0
0
人
で
あ

る
。
人
口
靖
大
度
と
生
声
立
の
ア
シ
パ
ラ
ス
に
よ
る
消
費
水
草
低
落

の
必
然
性
に
つ
い
て
特
別
評
議
委
員
官
の
結
論
を
引
用
。

回
数
四
章
は
以
上
三
章
の
結
論
で
あ
り
、
女
の
様
に
総
括
L
て
い
る
。

1
、
-
九
ご
六
年
一
九
三
軍
年
の
一

0
年
間
で
は
自
由
債
格
制
度
と
イ



ン
フ
レ
の
な
い
運
賃
政
策
は
、
高
い
水
準
り
生
産
量
と
余
り
償
問
動
の
強

く
な
い
農
産
物
償
格
構
造
を
維
持
せ
し
め
た
。
印
ち
債
格
の
騰
貴
も
激

落
も
な
〈
、
ま
た
、
投
機
は
誼
営
た
制
限
を
超
え
な
か
っ
た
。

2
、
一
九
二
九
年
一
九
五

0
年
間
?
は
公
定
最
低
農
産
物
債
格
政
策
は

配
給
制
度
を
確
立
せ
し
め
闇
市
場
白
増
大
を
助
長
せ
し
め
て
お
り
、
且

生
産
量
の
低
落
や
食
糧
品
白
腕
底
を
促
進
し
た
要
因
、
と
な
っ
た
。

3
、
A
Z悼
の
↓
九
喜
一
年
一
九
六
豆
年
で
は
農
業
泊
剰
生
産
の
傾
向
は

全
く
な
い
。
何
故
な
ら
現
在
白
人
口
は
一
九
三
五
年
よ
り
一
七
%
大
き

く
毎
年
一
%
の
割
合
で
増
加
し
つ
イ
け
て
い
る
。
即
ち
唇
向
車
茎
が
絶
え

ず
上
H
押
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
を
り
、
又
毎
年
の
平
均
欣
穫
量
は

そ
の
比
率
で
は
増
大
し
て
い
な
い
L
、
そ
の
可
能
性
も
な
い
。

機
織
化
の
促
進
、
謹
撰
さ
れ
た
種
子
や
大
量
の
肥
糾
を
使
用
し
亡
も

ア
九
一
一
一
-
年
一
九
三
五
年
の
五
年
聞
の
-
人
首
り
生
産
量
を
凌
駕
す

る
生
産
量
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
号
。

以
ム
は
食
糧
の
債
格
騰
貴
D
傾
向
を
助
長
し
て
い
る
。
そ
の
安
定
D

震
の
新
都
民
概
地
開
墾
の
テ
ン
ポ
は
一
九
=
一
i
年
一
九
圭
二
年
聞
の
少

な
く
と
も
四
倍
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

4
、
ス
ベ
イ
ソ
の
樫
済
傑
件
は
A
い
来
闘
の
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
る
か
ら
合

指
園
の
債
格
政
策
白
移
植
は
好
都
合
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
新
耕
地

面
積
の
開
力
性
及
農
業
所
得
、
査
所
得
、
購
買
力
聞
の
関
聯
に
闘
し
て

の
合
品
開
園
と
ス
ベ
イ
シ
の
具
位
性
〉
」
は
異
な
っ
て
い
る
。

5
、
農
産
物
侵
絡
を
市
場
債
格
よ
り
首
く
す
る
政
府
D
干
渉
政
策
は
イ
ン

イ
ス
パ
=
ャ
農
産
物
償
持
政
策

ア
レ
を
生
己
、
高
い
会
定
値
格
に
据
置
と
う
と
す
五
生
産
者
の
術
策
を

生
じ
且
管
理
傑
件
感
化
と
、
政
策
に
反
則
到
す
る
批
曾
的
抵
抗
を
生
ず
る

の
で
採
ら
る
。
へ
き
で
は
な
い
。

日
、
干
渉
政
策
は
圏
民
の
消
費
量
を
低
位
に
維
持
し
、
矯
に
名
目
的
農
産

物
過
剰
生
産
を
惹
起
せ
し
め
る
の
で
あ
ろ
う
。

7
、
市
場
債
椅
よ
り
高
く
或
は
低
〈
せ
ん
と
す
る
政
策
は
何
れ
も
闘
民
の

利
盆
り
矯
に
採
ら
る
べ
き
で
は
な
い
。

呂
、
農
歪
物
侵
格
と
工
業
生
産
物
償
措
聞
の
不
均
衡
は
第
プ
究
生
葎
物
の

利
用
可
能
度
を
高
め
た
り
、
叉
工
業
部
門
の
濁
占
度
を
波
じ
た
り
し
て

調
整
さ
れ
得
る
に
遁
苦
な
い
。
若
L
農
産
物
侵
稀
だ
け
を
上
昇
せ
し
め

る
よ
う
な
政
策
を
採
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
同
時
に
主
業
生
霞
物
債

格
の
騰
貴
を
件
ろ
イ
ン
フ
レ
を
生
子
る
で
あ
ろ
p
h
J
G

9
、
ス
ペ
イ
ン
経
済
の
現
在
D
伏
態
に
あ
っ
て
は
、
市
場
の
自
由
政
策
は

国
家
が
投
機
や
濁
占
度
を
最
小
限
に
滋
じ
る
た
め
に
干
捗
寸
る
と
い
う

傑
円
で
生
産
者
、
消
費
者
及
園
家
利
盆
に
と
っ
て
尤
も
適
切
で
あ
る
。

そ
れ
は
弐
の
傑
件
で
議
鼠
さ
れ
る
。

A
、
食
糧
の
配
給
及
取
買
の
潟
町
凡
ゆ
る
種
類
の
制
限
の
撤
隆

司
総
迭
の
関
滑
化

c
、
食
糧
む
聡
出
ス
の
調
整

D
、
必
要
な
場
合
に
は
協
同
組
合
唱
設
立

E
、
肥
料
及
農
業
機
械
の
債
格
引
下
げ
政
策
は
以
上
の
諸
吹
筑
の
補
助

的
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

日
、
農
産
物
債
格
の
安
定
の
矯
に
は
充
分
な
通
貨
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

ハ
一
九
五
一
ニ
・
一
一
二
一

O
)

第
七
十
四
巻

車
四
時
出

主

性l


